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研究成果の概要（和文）：本研究では、法隆寺・東大寺宝物に見られる「イラン文化」の実態を明らかにするこ
とを目的とし、「イラン文化」＝西アジアのササン朝ペルシアの文化という従来の捉え方を見直し、5世紀後半
から6世紀前半に中央アジアを支配したエフタルや、ソグドの影響も及んでいることを、具体的な事例を挙げて
証明することを試みた。中央アジアや中国で発見された図像資料を検討することにより、東大寺正倉院に伝わる
大刀の佩刀方法にはエフタルの影響が認められることや、伎楽面の酔胡王のモデルが北朝期の中国のソグド人聚
落の首領であることを示した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is re-examination of the “Iranian culture” 
hitherto observed in the treasures of the Horyu-ji and Todai-ji temples, which has been 
traditionally considered as the culture of the Sasanian Dynasty. On some treasures we can observe 
the influence of the Hephthalites which controlled Central Asia from the middle of the fifth century
 to the middle of the sixth century as well as the influence of the Sogdians. Through examination of
 iconographical material from Central Asia and China, we have demonstrated that the suspension 
system of the swords in the Todai-ji treasures is the new method introduced in Central Asia during 
the Hephthalite period and that the wooden masks of Drunken hu King “Suiko-ou” in the treasures 
portray a leader of Sogdian colonies existed in China during the Northern Dynasties.

研究分野：ソグド文化史

キーワード： 中央アジア　ソグド　エフタル　図像　正倉院
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)唐代の「イラン・モード」に関するこれ
までの研究 
 法隆寺・東大寺宝物にササン朝ペルシアの
影響が認められることは早くから指摘され、
東西交渉史の主要な研究テーマとなった。サ
サン朝の影響を示すとされる資料の多くは、
8 世紀半ばまでに唐から伝来したと推定され
ている。実際に、唐代の文献は、都長安が胡
曲、胡食、胡服と胡色一色であったことを伝
える。このような流行を生んだのは、7 世紀
半ばに崩壊したササン朝から中国に亡命し
た王族と職人であるとされた。 
 しかし、その後、中国北部で発見された墓
誌などの研究により、中国に移住したイラン
系民族の大多数は、イランではなく、中央ア
ジアのサマルカンドを中心とする地域の出
身であるソグド人であることが明らかにさ
れている。遠距離交易に従事したソグド人は、
6 世紀には中央アジアで最も有力な商人集団
となり、中国、インドとの交易を独占するに
到った。実際に、6 世紀に活躍したソグド人
の墓が、1999 年以降、西安や太原で相次いで
発見されている。墓主の多くは、北朝から「薩
保」という官職に任命され、ソグド人聚落の
管理を任されていた人物である。葬具の浮彫
には、葡萄の木の下での祝宴、楽隊とダンサ
ー、狩猟、ゾロアスター教の儀式などが表さ
れ、ソグド人聚落内部では、ソグドの文化・
風俗・宗教が維持されていたことが明らかに
なった。 
 最近では、このように、中国社会のただ中
で固有の文化・風俗を保持したソグド人の共
同体の存在が、唐代の「イラン・モード」の
出現を準備したと考えられている。 
 
(2)エフタルの中央アジア支配に関する最近
の研究動向 
 ソグド人が中国に大量に移住した要因と
して、紀元後 500年前後から 50年以上の間、
エフタルが中央アジア全体を安定して支配
したことが挙げられている。中央アジアの政
治的安定がソグド人の交易活動を活発にし、
中国に定住するソグド人の増加を促したと
考えられる。クシャーン朝が中央アジアを支
配した時代に、ガンダーラの仏教や美術が東
方に伝播したことは周知のとおりであるが、
最近の文献学の研究によって、エフタルはク
シャーン朝に匹敵するほどの文化的影響を
中央アジアのより広い地域に与えた可能性
が指摘されている（Y. Yoshida, “Some 
reflections about the origin of čamūk”,
森安孝夫(編)『中央アジア出土文物論叢』朋
友書店, 2004, 129-136）。また、J. イリヤ
ソフの研究によって、中央アジアの美術に認
められるササン朝の影響は、ササン朝から東
方へと伝播したのではなく、ササン朝の影響
を受けたバクトリア地域の文化がエフタル
帝国全体に広まった結果であることが明ら
かにされている（ J. Il’yasov, “The 

Hephthalite Terracotta”, Silk Road Art 
and Archaeology 7, 2001, 187-200）。 
さらに、エフタルはイラン系民族であるとす
る説もあったが、現在では、4 世紀にフン族
（匈奴）とともにアルタイ地方から西に移動
した遊牧民集団の一つで、バクトリア（アフ
ガニスタン北部）にとどまり、次第に定住し
たとみられている。 
 
２．研究の目的 
 上で述べた通り、ササン朝美術の東方伝播
は、エフタルによる中央アジアの政治的統一
とソグド人の交易活動によって実現したこ
とが、最近の研究によって明らかにされつつ
ある。すなわち、ササン朝の文化はエフタル
によって受容され、エフタル帝国の文化の一
部として支配地域に広まると同時に、ソグド
商人の移住とともに中国に伝わったと考え
られるのである。これまで、法隆寺・東大寺
宝物は、唐の都長安で流行したササン朝文化
を伝えるとされてきたが、最近の研究をふま
えて考えれば、ササン朝だけでなく、エフタ
ルやソグドの影響も認められるはずである。
本研究の目的は、法隆寺・東大寺宝物を再検
討し、中国・日本に伝わった「イラン文化」
の実態を明らかすることである。 
 筆者は、イリヤソフによる先駆的な研究を
受けて、エフタル支配期に中央アジア全体に
流行した冠や服飾の一部が、図像表現の一部
として中国や日本にも伝播したことを明ら
かにした（影山悦子「中国新出ソグド人葬具
に見られる鳥翼冠と三面三日月冠：エフタル
の中央アジア支配の影響」『オリエント』50-2、
2007、120-140.）。日本への伝播は法隆寺や
正倉院の宝物を検討することによって確認
されたが、これまでの研究では宝物の一部を
対象とするに留まっていた。本研究では、宝
物全体に目を配り、その中に、ササン朝の影
響だけでなく、エフタル、ソグドの影響が認
められるかどうか検証することにした。 
 既に研究しつくされた印象がある法隆
寺・東大寺宝物ではあるが、中央アジアや中
国の新出資料と比較して、再検討する時期が
来ていると考える。最新の研究成果をふまえ
て、新しい視点で宝物を見直せば、新たな知
見が得られるはずである。 
 クシャーン朝と比べてエフタルは、その歴
史、王統、支配体制、発行貨幣など、いまだ
不明な点が多い。本研究によって、エフタル
帝国時代に流行した武器や服装などが判明
すれば、その影響力の大きさをより一層強調
することができ、また中央アジアの図像資料
の製作年代の解明にも手がかりを与えるこ
とができるだろう。 
 
３．研究の方法 
(1)対象となる資料の抽出 
 まず、法隆寺・東大寺宝物のうち、西アジ
ア・中央アジアで製作された可能性のある宝
物、両地域の影響が認められる宝物を抽出し



た。ガラス器、銀器、什器、武器、染織品（錦、
絨毯）、楽器、伎楽面などから、該当する資
料を抽出し、それぞれの資料のサイズ、材質、
先行研究（美術史研究、文献研究、自然科学
的分析）、推定される製作地、製作年代、類
例、比較すべき資料などをまとめた。 
 次に、西アジア・中央アジア・中国で発見
された遺物のうち、法隆寺・東大寺宝物と比
較することができる図像資料を抽出した。サ
サン朝の摩崖浮彫、バーミヤン、バクトリア、
ソグド、クチャ等で発見された壁画、バクト
リア、ソグド出土の封泥、エジプト、トルフ
ァン等で発見されたササン朝、ソグド、唐の
絹織物、北・中央アジア等で発見されたササ
ン朝、ソグド、バクトリアの銀器、西アジア、
中央アジアの影響が認められる唐の錦、銀器、
中国に移住したソグド人の墓で発見された
石製葬具、日本や欧米の博物館が所蔵する武
器、銀器、ガラス器、絹織物などから、該当
する資料を抽出し、各資料のサイズ、材質、
所蔵先、先行研究（美術史研究、文献研究、
自然科学的分析）、発見場所（または推定さ
れる出土地・製作地）、製作年代、類例、比
較すべき資料をまとめた。 
 
(2)対象となる資料の比較検討 
 次に、抽出した宝物を西アジア・中央アジ
ア・中国の図像資料と比較検討し、宝物の中
に、エフタル時代の中央アジアで栄えた文化
の影響が認められるか、もしくは中国のソグ
ド人聚落の文化の影響が認められるか検証
した。図像の類似性だけで判断するのでなく、
文献資料の研究、自然科学的な分析の成果も
活用した。 
 
(3)実物調査 
 ウズベキスタンのタシケントとサマルカ
ンド、フランスのパリに出張し、博物館等で
本研究の対象となる資料の実物調査を行っ
た。国内では、東京国立博物館（法隆寺宝物
館）、奈良国立博物館（正倉院展）において、
本研究の対象となる資料の実物調査を行っ
た。ウズベキスタンおよび奈良国立博物館で
の実物調査には、連携研究者の島津美子助教
にも同行してもらい、材料や技法について助
言をいただいた。 
 
(4)中央アジア史に関する研究動向の把握 
 エフタルの中央アジア支配に関する最新
の研究成果を入手し、活用することにつとめ
た。特に、エフタルがキダーラを破ってバク
トリアの支配者となり、ソグドやパミールの
東のオアシス都市へと勢力を拡大していっ
た経緯は明確ではない。主に文献資料をもと
に、エフタルの中央アジア支配の影響を研究
している連携研究者の吉田豊教授から、最新
の情報を提供していただいた。 
 
４．研究成果 
 本研究では法隆寺・東大寺に伝わる宝物全

体を対象としたが、特に鞘の 2カ所に金具の
ある大刀と酔胡王・酔胡従の面について重点
的に考察した。 
 
(1)佩刀方法 
 鞘の 2 カ所に金具をつけて、2 本のひもで
腰のベルトから斜めに剣を吊るす方法は、サ
サン朝で後期に採用され、その後ササン朝か
ら中国、日本に伝わったと考えられてきた。
しかし、バクトリアやソグド、クチャの壁画
などを見ると、この佩刀方法は、エフタル支
配期に一気に中央アジアに広がり、その後定
着したことが推測される。ササン朝で佩刀方
法が変化したのは、エフタルの影響によるも
のと考えられる。もしこの推測が正しければ、
日本に伝わる2カ所に金具のついた大刀の起
源は、ササン朝ではなく、エフタルに求めな
ければならない。この仮説を検証するために、
関連する剣の図像資料と実物資料の収集を
行った。 
 その結果、エフタル支配期に、中央アジア
において腰のベルトから並行に短剣を吊る
す習慣が広まったことが認められる。その方
法は、鞘の 2 カ所に金具をつけて、そこに 1
本ずつ紐を通して、腰のベルトに結び、短剣
を並行に吊るすというものである。5 世紀後
半から6世紀前半に製作されたと考えられる
ソグドの壁画には、このような方法で短剣を
佩く供養者が描かれている。その後、この方
式（二点方式）は長剣にも応用され、2 か所
の金具に長さの違う紐をとおして、腰のベル
トに結び、剣を斜めに吊るす習慣が中央アジ
アに広まったことが確認される。二点方式は
中国にも伝わるが、短剣よりも長剣の佩刀方
法として広まったようである。実際に、2 か
所に金具のついた長剣の実物が、570 年頃の
墓から出土している。その後、唐代になると、
二点方式が長剣の標準的な佩刀方法として
定着したことが、壁画などによって認められ
る。唐で製作された二点方式の大刀が日本に
もたらされ、日本でもこの佩刀方法が普及し、
長い間使用されたと考えられる。したがって、
東大寺正倉院に伝わる「唐大刀」などの佩刀
方法は、エフタルの支配地域に広まったもの
が、中国を経由して日本に伝わったことが確
認された。 
 
(2)酔胡王・酔胡従の面 
 一方、伎楽面に含まれる酔胡王と酔胡従の
面には、深目高鼻の「胡人」が表現される。
酔胡王は、頂部がとがっていない帽子をかぶ
ることによって、酔胡従とは区別されている。
酔胡王の面はペルシアの王をモデルとする、
という解説を見るが、ペルシアの王は、通常、
三日月や鳥翼で飾られたおそらくは金銀製
の冠を戴いた姿で表現され、このような簡素
な帽子だけを頭飾とする例は確認されてい
ない。ところが、2000 年に西安で発見された
ソグド人の墓から、酔胡王と同じような形の
白い帽子をかぶった人物を表す浮彫が発見



された。墓に納められた漢文の墓誌から、埋
葬されていたのは北周時代に「薩保」という
官職に任命された安伽というソグド人であ
ることが知られ、石製の葬具に彫刻された白
い帽子の人物は、生前の安伽を表しているこ
とが明らかにされた。「薩保」とは、当時、
中国の各地に存在したソグド人聚落の首領
に北朝政府が与えた称号である。他にもソグ
ド聚落の首領であった人物の墓が発見され
ているが、彼らも頂部が平らな帽子をかぶっ
た姿で表現されることが多い。このことから、
頂部が平らな白い帽子は、「薩保」のトレー
ドマークであった可能性が指摘されている。 
 以上のことから、酔胡王の面は、中国に実
在したソグド人聚落の首領がモデルとなっ
て製作された可能性が高い。当時の中国のま
ちでは、ソグド人の首領とその従者が酔っぱ
らっている姿を見かけることが珍しくなか
ったのだろう。そうであるとすれば、酔胡
王・酔胡従が登場する伎楽は、唐代以前に成
立していた可能性が高い。なぜなら、唐代に
なると、ソグド人聚落の統治者としての地位
が「薩保」には認められなくなったからであ
る。 
 
(3)その他 
 佩刀方法と酔胡王・酔胡従の面の他に、東
大寺正倉院に伝わる「鷲連珠文錦幡垂瑞錦」
の文様に注目した。この幡に使用されたのは、
唐代で製作された経錦で、翼を広げて飛び立
つ鳥を腹側から見た姿を連珠円文の中に表
現している。鳥の腹の部分に表された円形の
模様が何を表しているのか、この断片では判
別できない。しかし、中国青海省都蘭で発見
された同様の文様の錦では、この部分に人間
の全身像がかろうじて認められる。したがっ
て、東大寺正倉院の当該幡の鳥の腹部に見ら
れる円形の模様は、人間の全身像の写し崩れ
であるとみるのが妥当である。 
 女性をさらって飛び立つ巨大な鳥を腹側
から表す図像は、ガンダーラの菩薩像の頭飾
や、ウズベキスタン南部のザルテパ仏教遺跡
出土壁画、中国の新疆ウイグル自治区キジル
仏教石窟天井画など、北西インドや中央アジ
アの仏教美術の中に認められる他、ササン朝
の銀器にも表現されている。本研究によって
この図像が中国においても錦の文様として
使用されるほど流行し、日本にも伝わってい
たことが判明した。 
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